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こ ん な 療 養 者 さ ん 、 い ら っ し ゃ い ま せ ん か ？
訪問栄養食事指導で、私たち管理栄養士が提供できるサービスの一例をご紹介します。

心不全で
塩分・水分制限が必要。

・減塩の方法を一緒に探り、その方が実行できそうな方法を
見つけます。減塩しょうゆの作り方などもご紹介できます。

case advice

・一緒に調理したり、買い物指導もします。

水でむせるように…。
でも、とろみ剤は嫌い。

・とろみ剤は、商品の特徴がいろいろ。飲みやすい商品の
ご紹介やとろみの程度などを一緒に確認します。

・飲食の姿勢や食具の選択もご提案します。

体重が減ってきた。
・簡単料理をご紹介します。

・少量の食事で栄養バランスが取れる方法もご提案できます。

・栄養補助食品の選択も提案します。

背景
70歳代男性
病名 慢性心不全
塩分・水分制限が必要で、退院後の介護者
の妻への指導・支援も行った。

経過
塩分・水分制限をしなければ再入院となっ
てしまう。ご本人の「ステーキや寿司を食
べたい。」等の希望を主治医と連携しなが
ら叶え、不安が大きい妻と共に支えてQOL
を向上させた。

事例と栄養ケアの実際 栄養ケアの内容
①忙しい時に助けになるものを紹介
②好きな献立のお手伝い
③減塩の工夫を具体的に提案

①

①

③
③

②

金沢栄養ケアセンターは、いしかわ栄養ケア・ステーションのサテライト施設として、令和元年10
月に金沢健康福祉財団内に開設され、金沢市における栄養ケアの必要な患者・家族の皆様に管理栄養
士を派遣する拠点として活動しています。
私自身、かかりつけ医として、診療を通して「医食同源」や「口から食べること」の大切さをあら

ためて感じているところです。ご本人の嗜好を大切に、そして家族の負担も軽減しながら、療養に取
り組むためには、専門家によるアドバイスが欠かせません。
金沢市はこれから高齢者人口が増加する地域になりますので、栄養ケアを必要とする高齢者が今後

さらに増えることが予想されます。栄養ケアを必要とする一人でも多くの方に管理栄養士を繋ぐこと
ができればと考えています。
今後とも、金沢栄養ケアセンターのご利用をどうぞ宜しくお願い致します。

ごあいさつ 金沢栄養ケアセンター長 大野秀棋



どんな時に必要？

・退院に合わせて
・訪問診療開始に合わせて
・褥瘡が出来た
・ヘルパーに治療食や介護食
作りをお願いしたい

・リハビリを開始した
・栄養状態の専門的な評価が
知りたい等

どんな人に必要？

・生活習慣病（糖尿病、腎臓病、
高血圧、心不全、高度肥満等
で食事療法が必要

・痩せてきた、太ってきた
・むせる、飲み込みにくい
・誤嚥性肺炎で入退院を繰り返
している

・褥瘡がある

料金はどれくらい？

医療保険・介護保険ともに1割
負担の方は1回あたり500円程
度かかります。時間は1回あた
り40分程度で月2回まで実施で
きます。
※保険の違い（医療保険・介護
保険）や人数、公費負担により
金額が変わります。

どんな制度が
利用できるの？

医療保険･介護保険制度の他
に、金沢市では要支援1･2の
方に総合事業の短期集中型訪
問サービス栄養改善(無料)の
制度もあります。

どんな手続きが必要？

医療保険･介護保険の活用は
かかりつけの保険医療機関
（病院･診療所）との連携が
必要です。契約を交わし、
給付請求、報酬支払の流れ
となります。

依頼の方法は？

ご依頼に関する用紙や手順に
ついては、QRコードでご覧
になれます。
ご不明な点は、お気軽にご連
絡ください。

・ご自宅または施設に訪問して
食事のご相談をお伺いします

・医師･看護師･ケアマネジャー
ヘルパー等と連携して対応し
ます

訪 問 栄 養
食 事 指 導

Q＆A
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金沢栄養
ケアセンター
活動の紹介

特徴

・早めの介入ほど、より高い
効果が現れます

金沢栄養ケアセンター((公社)石川県栄養士会受託） 〒920-0912金沢市大手町3番23号(金沢健康プラザ大手町内)

TEL.   076-222-7630 FAX.   076-259-5062 E-mail  kanazawacare@ishikawa-eiyoushi.com

ケアマネジャーや医療･介護関係者の方か
らの栄養・食支援依頼の相談に応えます。
お気軽にご相談ください。

お問い合わせ

金沢栄養ケアセンター

076-222-7630


